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新・公共交通システム
さようなら。熊井監督

生ごみの分別回収モデル事業
公文書公開請求
サースフェー訪問団来訪

安曇野日和
生涯学習だより
くらしの疑問一問一答！

特集

トピックス

連載

� 2007.6.20
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競い合う消防力
6/10　市消防団ポンプ操法大会
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明科 穂高 

堀金 

三郷 

豊科 

経路 
共通乗合エリア 

　
―
病
院
に
行
き
た
い
け
ど
、
車
の

免
許
が
な
い
。
昼
間
は
夫
が
車
を
使

う
た
め
、
買
い
物
に
出
ら
れ
な
い
―
。

　
民
間
の
バ
ス
路
線
が
ほ
と
ん
ど
撤

退
し
た
現
在
、
交
通
手
段
を
ど
う
確

保
す
る
か
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
切

実
な
問
題
と
い
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
昨
年
７
月
か
ら

国
土
交
通
省
と
共
催
で
「
安
曇
野
地

域
に
お
け
る
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
構

築
の
た
め
の
検
討
会
」
を
開
催
し
、

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
交
通
事
業
者
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
、
９
月
１０

日
か
ら
デ
マ
ン
ド
交
通
を
中
心
に
し

た
「
新
・
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
」
が

い
よ
い
よ
試
行
運
行
と
な
り
ま
す
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通（
右
ペ
ー
ジ
参
照
）

は
、
平
日
の
午
前
８
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
運
行
し
ま
す
。

　
運
行
の
経
路
は
下
図
の
と
お
り
で
、

そ
れ
ぞ
れ
５
つ
の
地
域
内
、
あ
る
い

は
豊
科
地
域
の「
共
通
乗
合
エ
リ
ア
」

ま
で
を
１
路
線
と
し
て
運
行
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
路
線
を
乗
り
継
ぐ
こ
と

で
、
原
則
市
内
全
域
（
一
部
運
行
で

き
な
い
場
所
も
あ
り
ま
す
）
を
移
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
穂
高
地
域
に
も
明
科
地
域

と
の
「
共
通
乗
合
エ
リ
ア
」
を
設
け

る
た
め
、
こ
の
間
は
、
乗
り
継
ぎ
な

し
で
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【新・公共交通システムとは】

　時刻表により同じ路線で運行す
る「定時定路線」。堀金地域で運行
されている「ナイトライン」。そして、
原則全市内で運行する「デマンド
交通」の３つで構成されています。

運行時間
　平日

【デマンド交通ってなに？】

　事前に電話などで予約した人の
家や指定する場所を順次まわりな
がら、それぞれの目的地で降ろす
「乗り合いタクシー」方式の交通
システム。デマンドとは、「需
要」、「要求」という意味で、言葉
のとおり、目的地へ直接行けるな
ど、路線バスに比べ、多様な需要
に対応しやすいのが特長です。

【 利 用 登 録 開 始！】
　ご利用いただくには、事前登録
が必要です。６ページの「利用登
録票」に必要事項を記載し、市社
会福祉協議会または市企画政策課
までお申し込みください。なお、
高齢者の皆さんには、別途案内を
発送する予定です。

９月10日（月）から試行予定！

新・公共交通システム

定　時
定路線
6:35～
8:00ごろ

デマンド交通
8:00～17:00
（13:00～14:00運休）

定　時
定路線
17:30～
19:30ごろ

ナイトライン
17:28～
21:00ごろ

市
全
域
に

﹁
デ
マ
ン
ド
交
通
﹂

暮
ら
し
を
結
び
ま
す
。

人
を
つ
な
げ
ま
す
。

１回の乗車でどこまで行ける？

豊科地域から乗車
豊科地域内から豊科地域内へ。
豊科「共通乗合エリア」内から市内全域へ。

穂高地域から乗車
穂高地域内から穂高地域内へ。
穂高地域内から豊科「共通乗合エリア」内へ。
穂高「共通乗合エリア」内から明科地域内へ。

三郷地域から乗車
三郷地域内から三郷地域内へ。
三郷地域内から豊科「共通乗合エリア」内へ。

堀金地域から乗車
堀金地域内から堀金地域内へ。
堀金地域内から豊科「共通乗合エリア」内へ。

明科地域から乗車
明科地域内から明科地域内へ。
明科地域内から豊科「共通乗合エリア」内へ。
明科地域内から穂高「共通乗合エリア」内へ。

路線を乗り継ぐことで全地域に移動可能

運行路線

定時定路線：穂高駅～明科駅
　　　　　　豊科駅～田沢駅
デマンド交通：市全域（一部地域を除く）
ナイトライン：豊科駅～堀金地域
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利
用
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
は
、
平
日

の
み
で
、
土
曜
日
･
日
曜
日
･
祝
日
･

年
末
年
始
、
ま
た
、
昼
休
み
の
時
間

（
午
後
１
時
〜
２
時
）
は
運
休
と
な

り
ま
す
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
目
的
地
に
直

行
す
る
通
常
の
タ
ク
シ
ー
と
は
異
な

り
、
乗
り
合
い
と
な
り
ま
す
の
で
、

時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
お
急
ぎ
の
場
合
に
は
、
通
常

の
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
道
路
事
情
で
車
両
が
進
入

で
き
な
い
地
域
や
運
行
で
き
な
い
場

所
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

「
共
通
乗
合
エ
リ
ア
」の
範
囲

　
地
域
間
の
移
動
拠
点
に
な
る
「
共

通
乗
合
エ
リ
ア
」
の
範
囲
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　
豊
科
地
域
＝
東
西
は
、
堀
金
地
域

と
の
境
界
か
ら
東
側
で
豊
科
Ｉ
Ｃ
付

近
ま
で
を
。
南
北
は
三
郷
地
域
と
の

境
界
か
ら
北
側
で
県
道
「
豊
科
・
大

天
井
岳
線
」
ま
で
の
一
帯
（
右
上
図

参
照
）。

　
穂
高
地
域
＝
東
西
は
、
明
科
・
豊

科
地
域
の
境
界
か
ら
「
拾
ケ
堰
」
ま

で
の
一
帯
を
、
南
北
は
、「
穂
高
川
」

か
ら
南
で
Ｊ
Ｒ
「
柏
矢
町
駅
」
か
ら

北
側
（
右
横
図
参
照
）。

予
約
窓
口
は
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
に

　
受
付
や
配
車
な
ど
を
行
う
「
受
付

セ
ン
タ
ー
」
と
、
他
の
地
域
へ
乗
り

継
ぎ
を
行
う
「
乗
り
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
」

は
、
豊
科
地
域
に
あ
る
市
社
会
福
祉

協
議
会
本
所
内
に
設
け
ま
す
。

１
乗
車
3
0
0
円
が
基
本

　
利
用
料
金
は
、
１
乗
車
に
つ
き
大

人
３
０
０
円
で
す
。
乗
り
継
ぎ
を
し

た
場
合
は
２
乗
車
と
な
り
、
大
人
６

０
０
円
と
な
り
ま
す
。

利用料金

１乗車
・ 大人（中学生以上）
・ 小学生
・ 障がい者（手帳提示）
・ 未就学児　

割引回数券
・ 大人用　　　　１１回３,０００円
　（車内か社協で販売する予定です）

３００円
１００円
１００円
無 料

堀金で運行中のデマンド交通「うららカー」

乗り継ぎなしで、5地域いずれからも乗り入れられるエリアです。

穂高・明科地域間で利用できます。

愛称募集中
（7月20日まで）

新・公共交通システム　デマ
ンド交通の愛称を募集します。
皆さまに親しまれ、長く愛さ
れるような愛称をご応募くだ
さい。応募様式は６ページを
ご利用ください。

電話予約受付対応乗車

移動乗り合い到着

「利用登録票」（6ページ参
照）を使って、事前に利用者
登録をします。

利用する時間帯の30
分以上前に、社会福
祉協議会の受付セン
ターに予約申込みを
します。（午前8時の
朝一番の便を利用す
る場合は、前日に予
約）

○○医院へ行き
たいのですが。

今日の10時
便ですね。

利用登録

目的地に向かう途中、別の利用者のお宅や、
目的地も順番に回りながら移動します。

○○医院に到着。利用
料金300円を運転手さ
んに支払い下車します。

例えばこんな使い方。

穂高地域在住のAさんが、
穂高地域の○○医院へ午前10時台の便で移動する場合・・・。

受付センターでは、事前に
利用登録している情報を確
認しながら、お名前・電話

番号･利用した
い時間帯・お迎
えに行く場所・
目的地などをお
聞きします。

運行予定時間に併わせ、
利用希望者をまとめ、運
行車両を配車します。
配車された車の運転手は、

予約情報を確
認し、原則目
的地に一番遠
い人からお迎
えに行きます。

○○医院までお願
いします。家の前
まで来てくれて助
かったわ。

この便は、もう一
人、乗車されます
ので、途中、回っ
ていきます。

予約した
Ａです。

豊科・共通乗合エリア

穂高・共通乗合エリア

10:00すぎ
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平
日
の
朝
夕
に
は
、
穂
高
駅
・
明

科
駅
間
や
、
豊
科
駅
・
田
沢
駅
間
に
、

１５
人
定
員
の
ワ
ゴ
ン
車
両
に
よ
る
「
定

時
定
路
線
」
を
運
行
し
ま
す
。

　
そ
の
際
、
通
勤
で
の
利
用
者
に
配

慮
し
、
定
期
券
購
入
者
に
は
豊
科
駅
・

穂
高
駅
の
近
く
に
駐
車
場
を
用
意
し

ま
す
（
時
刻
表
な
ど
詳
細
は
８
月
広

報
掲
載
予
定
）。

　
ま
た
、
平
日
の
夕
方
か
ら
夜
に
か

け
て
豊
科
駅
か
ら
堀
金
地
域
を
結
ぶ

「
ナ
イ
ト
ラ
イ
ン
」
を
引
き
続
き
運

行
し
ま
す
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
を
利
用
す
る
に
は
、

事
前
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
右

ペ
ー
ジ
の
様
式
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
登
録
は
無
料
で
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ど
の
程
度
利
用
す
る
か
分

か
ら
な
い
人
も
含
め
、
利
用
す
る
可

能
性
の
あ
る
人
（
未
就
学
児
も
含
む
）

も
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　
登
録
の
手
続
き
が
終
わ
る
と
利
用

案
内
や
利
用
登
録
証
を
お
送
り
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
発
送
は
８
月
下
旬
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
登
録
票
は
、
各
総
合
支
所
地

域
支
援
課
や
安
曇
野
市
社
会
福
祉
協

議
会
各
支
所
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手

で
き
ま
す
。

　
堀
金
地
域
に
お
住
ま
い
で
、
す
で

に
「
う
ら
ら
カ
ー
」
の
利
用
登
録
を

さ
れ
て
い
る
人
は
、
登
録
内
容
に
変

更
が
な
け
れ
ば
、
あ
ら
た
め
て
登
録

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

登
録
後
に
利
用
案
内
と

登
録
証
を
お
送
り
し
ま
す

問い合わせ・申し込み

【利用登録（随時）・愛称募集（7/20まで）】

市社会福祉協議会
TEL ７２・１８７１
（利用登録受付専用　ＦＡＸ７３・１１１４）

〒399-8205 安曇野市豊科4160-1
http://www.azuminoshakyo.or.jp/

市企画財政部企画政策課　
TEL ７１・２０００

〒399-8205　安曇野市豊科4932-46
http://www.city.azumino.nagano.jp/

【予約受付(9/10から開設）】

受付センター
予約受付専用番号　TEL ７１・１２３３
（番号はお間違えないようお願いします）

受付時間　運行日の午前７時40分
　　　　　～午後４時40分まで
ＦＡＸ７３-１１１４
〒399-8205　安曇野市豊科4160-1
安曇野市社会福祉協議会内

朝
夕
・
駅
間
を
結
ぶ

﹁
定
時
定
路
線
﹂ 
 

現行２路線は休止に

　豊科地域で運行している地域振興バ

ス「ぐるまるくん」と、明科地域で運行して

いる市営バス･循環バスは、試行運行開

始に伴い9月10日から休止となります。長

い間ご利用いただきありがとうございました。

▲ぐるまるくん

▼明科・市営バス 豊科地域振興バス「ぐるまるくん」

明科地域市営バス・循環バス

定時定路線　２路線（朝夕）

デマンドシステム（昼間）

現
　
行

新
交
通

７月8月9月10日

試
行
運
行

休
　
止

種 類

堀
金
地
域
の
皆
さ
ん
へ

「安曇野市 デマンド交通」利用登録票
※　利用登録は無料です。
※　この用紙をコピーするか切り離してお使いください。　また、総合支所地域支援課や安曇野市社会福祉協議会各支

所窓口、市ホームページ、市社協ホームページからも同様の様式が入手できます。

知っておいてもらいたい事項　（例）周辺道路が狭い。など

※　上記登録者の中で、身体障害者手帳･療育手帳･精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人は、氏名を記入し、該当

欄に○印を付けてください。

※　この登録票はデマンド交通に関する利用以外に使用いたしません。登録内容確認のため安曇野市の関係課に照会する場合があります。

ＦＡＸでのお申し込みは安曇野市社会福祉協議会 専用ＦＡＸ７３・１１１４

郵送でのお申し込み・問い合わせは 〒399-8205 安曇野市豊科4160-1 tel72・1871

〒399-8205 安曇野市豊科4932-46 tel71・2000

愛称募集は7月20日（水）までです。奮って応募ください。

（愛称名）

氏　名
1　身体障害者手帳　２　療育手帳　３　精神障害者保健福祉手帳

1　身体障害者手帳　２　療育手帳　３　精神障害者保健福祉手帳

安曇野市社会福祉協議会

安 曇 野 市 企 画 政 策 課

0263ー
（例）上鳥羽、矢原など。

住 所

電話番号

安曇野市

続 柄 （フリガナ） 性別 携帯電話番号 生年月日
氏
　
名世帯主

男
　
女

T. S. H.

年　　月　　日

続 柄 （フリガナ） 性別 携帯電話番号 生年月日
氏
　
名

男
　
女

T. S. H.

年　　月　　日

続 柄 （フリガナ） 性別 携帯電話番号 生年月日
氏
　
名

男
　
女

T. S. H.

年　　月　　日

続 柄 （フリガナ） 性別 携帯電話番号 生年月日
氏
　
名

男
　
女

T. S. H.

年　　月　　日

続 柄 （フリガナ） 性別 携帯電話番号 生年月日
氏
　
名

男
　
女

T. S. H.

年　　月　　日

地 区



さ
よ
う
な
ら
。
熊
井
監
督

名
誉
市
民
・
熊
井
啓
さ
ん
逝
く

熊井監督の軌跡

現在の豊科保育園の近くで幼少期を過
ごした。（1933年）

信州大学文理学部演劇部を創設。学生
の枠を超えた活動を展開。（1949年ごろ）

高校の後輩、松本市出身の井口明子さ
んと結婚。（1962年）

自作のシナリオ「帝銀事件・死刑因」
で監督デビュー。（1964年）シナリオ
は豊科郷土博物館所蔵

豊科町名誉町民称号贈呈式。旧豊科町
では田淵行男に続き2人目。（2002年）

安曇野映画祭での対談。（2006年）

故郷について「都会の気ぜわしい生
活に耐えきれなくなったとき、ある
いは創作に行き詰まったとき、常に
思い起こすのは、故郷の清冽な山河
であり、私を今日まで温かく見守っ
てくれた方々の姿です」と語っていた。

ベネチア国際映画祭サンマルコ銀獅子賞
など、数多くの賞を受賞した。（1989年）

　
安
曇
野
市
の
名
誉
市
民
で
映
画
監

督
の
熊
井
啓
さ
ん
が
５
月
２３
日
、
東

京
都
内
の
病
院
で
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
。
享
年
７６
歳
で
し
た
。

　
熊
井
監
督
は
、
１
９
３
０
年
豊
科

生
ま
れ
、
信
州
大
学
文
理
学
部
を
卒

業
。
帝
銀
事
件
を
扱
っ
た
「
帝
銀
事

件
・
死
刑
因
」（
６４
年
）
で
監
督
デ
ビ

ュ
ー
し
、
黒
部
ダ
ム
建
設
を
描
い
た

「
黒
部
の
太
陽
」（
６８
年
）、
松
本
サ

リ
ン
事
件
を
題
材
に
し
た
「
日
本
の

黒
い
夏
　
冤
罪
」（
２
０
０
１
年
）
な

ど
、
日
本
の
暗
闇
を
鋭
い
感
性
で
問

い
た
だ
す
、
社
会
派
の
作
品
を
数
多

く
発
表
し
ま
し
た
。８６
年
に
は「
海
と

毒
薬
」
が
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
銀

熊
賞
を
、
８９
年
に
は
「
千
利
休
　
本

覺
坊
遺
文
」
が
ベ
ネ
チ
ア
国
際
映
画

祭
サ
ン
マ
ル
コ
銀
獅
子
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
内
で
は
そ
の
実
績
か

ら
９５
年
に
紫
綬
褒
章
、
０１
年
に
は
勲

四
等
旭
日
小
綬
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
安
曇
野
と
の
つ
な
が
り
は
深
く
、

著
書「
続
 
池
塘
春
草
の
夢
」の
中
に

は
「
静
か
な
夜
明
け
、
東
の
空
が
白

み
、
南
安
曇
農
業
高
校
の
木
々
で
小

鳥
た
ち
の
声
が
囀
り
、
太
陽
が
昇
る

に
つ
れ
て
、
雲
は
刻
々
と
色
を
変
え

る
。
こ
う
し
た
私
の
イ
メ
ー
ジ
の
世

界
は
、
誰
も
、
い
か
な
る
力
も
消
し

去
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
」
と

記
し
て
い
ま
す
。
映
画
「
朝
焼
け
の

詩
」（
７３
年
）、「
愛
す
る
」（
９７
年
）、

「
日
本
の
黒
い
夏
 
冤
罪
」（
０１
年
）

で
は
、
安
曇
野
が
撮
影
地
と
し
て
登

場
し
、
幼
少
期
に
記
憶
し
た
故
郷
の

風
景
や
体
験
が
、
監
督
の
創
造
の
原

点
と
し
て
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　
０２
年
に
は
旧
豊
科
町
の
名
誉
町
民

（
市
発
足
後
名
誉
市
民
）と
な
り
、

０１
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
「
安
曇

野
映
画
祭
」
で
は
、
映
画
文
化
の
発

信
を
通
じ
て
市
民
と
交
流
を
深
め
る

な
ど
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
は
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
近
年

で
は
、
安
曇
野
を
題
材
に
し
た
映
画

を
作
る
こ
と
へ
の
意
欲
を
口
に
し
て

い
ま
し
た
。

　
学
生
時
代
の
演
劇
部
の
友
人
で
、

自
ら
も
監
督
の
映
画
に
出
演
し
て
い

る
本
山
正
さ
ん
（
豊
科
高
家
）
は
「
監

督
は
、
安
曇
野
を
舞
台
に
し
た
世
界

的
な
映
画
の
制
作
を
考
え
て
い
ま
し

た
。
台
本
も
出
来
上
が
り
、
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
も
決
ま
っ
た
段
階
だ
っ
た

の
で
、
映
画
化
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
非
常
に
残
念
で
す
。
監
督
の
ふ
る

さ
と
に
寄
せ
る
思
い
を
考
え
る
と
胸

が
痛
み
ま
す
」
と
突
然
の
死
を
悼
み

ま
し
た
。

　
平
林
市
長
は
「
１０
年
ほ
ど
前
、
建

て
替
え
る
前
の
穂
高
老
人
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た『
愛
す
る
』の
撮
影

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
監
督
の
熱
気
と
迫
力
に

圧
倒
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

日
本
を
代
表
す
る
監
督
の
遺
さ
れ
た

作
品
を
心
に
刻
み
、
偉
大
な
る
功
績

に
尊
敬
の
念
と
感
謝
の
意
を
捧
げ
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
安
曇
野
市
が
誕
生
す
る
直
前
、
熊

井
監
督
は
、
安
曇
野
の
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
、「
理
想
を
と
こ
と
ん
追

求
す
る
べ
き

で
す
」
と
提

言
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
言
葉

に
は
、
社
会

と
真
っ
向
か

ら
向
か
い
合

い
、
真
実
を

見
つ
め
続
け
た
熊
井
監
督
の
精
神
と
、

故
郷
へ
の
深
い
愛
情
が
に
じ
み
出
て

い
ま
す
。

さ
え
ず
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　安曇野市水資源対策協議会（会長平林市長）

の総会が５月２９日、堀金総合支所会議室で

開催されました。

　この日は、地下水利用の実態を把握し、今後

の有効利用や保全、涵養などの施策の基礎資

料とするため、昨年度に実施した地下水利用実

態調査の結果が報告されました。市内にある井

戸５４８カ所（利用井戸４４２カ所・不使用井戸１０

６カ所）を対象に行った実態調査では、利用され

ている井戸のほぼ半数が家庭用で、次いで事業

用が４分の１を占めていました。利用量の合計は、

年間日平均１４万７,５５４立方㍍で、昭和５８年度

の調査の１７万８,４２３立方㍍に対して、約３万立

方㍍減少していることが報告されました。また、

用途別利用では、養魚用が約4割、水道用およ

び事業用が合わせて約５割を占めていました。

　このほか、市内６２カ所で一斉に行った地下水

位等の観測では、地下水位等高線が三川合流

の湧水地帯を中心に西側に広がる半同心円状

で、湧水地帯に向かって周囲から地下水が集ま

っている状況が示され、これまでの調査と比較し

てもほとんど変化はありませんでした。同協議会は、

今後も地下水利用の実態調査や水位観測など

を継続して行っていく予定です。同協議会の会

長を務める平林市長は「素晴らしい地域の資源

である地下水は、解明されていない部分もありま

すが、調査を進めて安曇野市だけではなく、周

辺市町村にも取り組みを広げ、発展させていき

たい」とあいさつしました。

■問い合わせ　

　安曇野市水資源対策協議会事務局

　（企画財政部企画政策課内）　（℡７１・２０００）

安曇野市水資源対策協議会総会
み
ん
な
で
つ
く
る
　
循
環
型
社
会

生
ご
み
の
分
別
回
収
モ
デ
ル
事
業

市
が
実
施
し
て
い
る
3
つ
の
生
ご
み
の
分
別
回
収
モ
デ
ル
事
業
。

こ
の
う
ち
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
技
術
開
発
機
構︵
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
︶の

実
験
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

生

ご
み・紙ご

み

固
形燃料

電
 気・熱

バイオマスエネルギー地域システムのイメージ

生ごみ・紙ごみ回収に使われる
黄色でタテ40㌢くらいの大きさの袋

　
今
、
私
た
ち
は
深
刻
な
環
境
問
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
大

量
に
増
え
て
し
ま
っ
た
廃
棄
物
の
問

題
で
す
。
私
た
ち
は
、
利
便
性
を
追

求
し
、
た
く
さ
ん
の
も
の
を
消
費
し
、

使
い
捨
て
に
し
て
き
ま
し
た
。
ご
み

問
題
が
深
刻
に
な
る
中
、
「
使
い
捨

て
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
生
活
様
式

を
見
直
し
、
廃
棄
物
を
極
力
出
さ
な

い
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
社
会
。
そ
れ

は
、
限
り
あ
る
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
有
効
に
利
用
し
、
地
球
環
境
に
負

荷
の
少
な
い
「
資
源
循
環
型
」
の
社

会
で
す
。

　
市
で
は
、
資
源
循
環
型
社
会
の
形

成
に
向
け
て
、
３
つ
の
生
ご
み
分
別

回
収
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
３
つ
の
事
業
は
、
独
立
行
政

法
人
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

開
発
機
構
」（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）と
共
同
で

行
っ
て
い
る
「
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
地
域
シ
ス
テ
ム
化
実
験
事
業
」、

三
郷
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
の
「
堆
肥
化

実
証
実
験
事
業
」
、穂
高
の
美
岳
町

地
区
の
「
生
ご
み
分
別
収
集
モ
デ
ル

地
区
事
業
」で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
生
ご
み

分
別
収
集
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
実

験
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◇
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
実
験
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
今
ま
で
焼
却
し

て
い
た
生
ご
み
と
紙
ご
み
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
す
と
い
う
も

の
で
、
穂
高
広
域
施
設
組
合
が
、

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
か
ら
の
委
託
を
受
け
て

実
施（
総
事
業
費
約
１０
億
４
、０
０
０

万
円
）し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
穂
高
地
域
の
穂
高
町
区
、

穂
高
区
、
狐
島
区
、
青
木
花
見
区
、

島
新
田
区
の
５
区
、
豊
科
地
域
の

成
相
区
、
新
田
区
の
２
区
、
併
せ
て

６
、０
０
０
戸
の
皆
さ
ん
に
、
可
燃

ご
み
の
中
か
ら
生
ご
み
と
紙
ご
み

の
分
別
を
黄
色
の
専
用
袋
を
使
い

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
集
め
ら
れ
た
生
ご
み
と
紙
ご
み
は
、

乾
式
メ
タ
ン
ガ
ス
発
酵
・
固
形
燃

料
化
施
設
に
投
入
さ
れ
、
メ
タ
ン

ガ
ス
を
取
り
出
し
、
発
酵
後
の
残

り
か
す（
残
渣
）を
固
形
燃
料
と
し

て
既
存
の
焼
却
施
設
の
助
燃
剤
と

し
て
活
用
し
ま
す（
上
図
参
照
）。

　
実
験
施
設
で
は
、
本
稼
動
に
な

れ
ば
最
大
１
日
７
㌧
の
ご
み（
家
庭

ご
み
４
㌧
、
飲
食
店
な
ど
の
事
業

系
の
ご
み
３
㌧
）
を
投
入
し
発
酵

さ
せ
ま
す
。
施
設
か
ら
は
１
日
約

１
、６
０
０
立
方
㍍
の
バ
イ
オ
ガ
ス

（
メ
タ
ン
ガ
ス
）を
発
生
さ
せ
、
こ

の
ガ
ス
で
１
１
０
〜
１
３
０
キ
ロ

ワ
ッ
ト
を
発
電（
一
般
家
庭
約
４０
世

帯
分
に
相
当
）、
実
験
施
設
の
電
力

を
賄
う
ほ
か
、
余
っ
た
電
力
は
、

夜
間
の
し
尿
処
理
施
設
で
使
用
す

る
予
定
で
す
。

　
組
合
は
、
大
学
教
授
な
ど
有
識

者
に
よ
る
実
験
事
業
評
価
委
員
会

を
開
催
し
、
ガ
ス
の
品
質
と
発
生
量
、

コ
ス
ト
面
で
の
採
算
性
な
ど
を
検

証
す
る
予
定
で
す
。

◇
実
験
事
業
の
目
指
す
も
の

　
生
ご
み
や
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な

い
紙
ご
み
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と

し
て
有
効
利
用
す
る
こ
と
は
、
焼

却
施
設
で
の
化
石
燃
料
の
使
用
量

の
削
減
を
可
能
に
し
、
地
球
温
暖

化
防
止
や
環
境
へ
与
え
る
負
荷
の

低
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
実
験
事
業
は
、
２１
年
度
ま
で
続
け
、

成
果
を
検
証
し
な
が
ら
焼
却
ご
み

の
削
減
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
 

　
市
民
環
境
部
環
境
課
　

　
　
　
　
　
　
（
℡
８２
･
３
１
３
１
）

穂
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る

乾
式
メ
タ
ン
ガ
ス
発
酵
・
固
形
燃
料
化
施
設

乾式メタンガス発酵・
固形燃料化施設

（実験施設は処理量7t/日です）

安曇野の地下水を保全する

ざ
ん
　
さ
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まちづくり 「市民と行政の協働指針の提言づくり」参加者の募集

安曇野の景観とその価値を考える研究の報告会を開催

��6月号広報

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

市政トピックス

�� 6月号広報 月号

情報公開制度とは　　　　　　　　　　　　　　詳しくは、総務課文書法規担当（℡�７１・２０００）まで

　市が保有している公文書（文書・図画・写真・フィルム・電磁的記録）を市民の皆さんと共有し、情報公開制

度の総合的な推進を図ることで、市民の市政に対する理解と信頼を深め、市民参加を促進することを目的とす

る制度です。必要とする公文書を公開請求すると、必要な情報の閲覧や写しの交付を受けることができます。

　■情報公開請求できる人…………誰でも請求できます

　■請求ができる市の実施機関……市長・議会・教育委員会・選挙管理委員会・監査委員

　　　　　　　　　　　　　　　　公平委員会・農業委員会および固定資産評価審査委員会

　※公文書は、公開することが原則です。しかし、非公開とされる情報が記録されている公文書は、公開でき

　　ない場合があります。また、公文書の中に非公開となるべき部分がある場合でも、それ以外が公開できるとき

　　は、非公開部分を除いて公開します。

 

　
平
成
１８
年
度
情
報
公
開
制
度
・
個

人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
行
政
へ
の
参
画

の
促
進
と
開
か
れ
た
市
政
の
実
現
を

目
指
し
て
、
総
合
的
な
情
報
公
開
の

推
進
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
は
じ
め
と

し
た
個
人
の
権
利
・
利
益
を
保
護
す

る
た
め
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り

扱
い
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
情
報
公
開
の
実
施
状
況

　
平
成
１８
年
度
（
平
成
１８
年
４
月
〜

平
成
１９
年
３
月
）
に
安
曇
野
市
情
報

公
開
条
例
に
基
づ
く
、
公
文
書
の
公

開
請
求
は
１８
件
あ
り
ま
し
た
。

■
個
人
情
報
開
示
の
実
施
状
況
　

　
平
成
１８
年
度
（
平
成
１８
年
４
月
〜

平
成
１９
年
３
月
）
に
安
曇
野
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
、
市
が
保

有
す
る
個
人
情
報
の
開
示
請
求
は
１

件
あ
り
ま
し
た
。

※
安
曇
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、

　
情
報
公
開
お
よ
び
個
人
情
報
保
護

　
制
度
、
手
続
き
、
審
査
会
に
つ
い

　
て
詳
細
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

＊ T O P I C S

昨
年
度
の
公
文
書
公
開
請
求
は 

件
１８

　市では、「市民と行政の協働指針の提言づくり」に参加していただ
く人を募集します。
　また、その中の活動として、昨年に引き続き市民と行政の協働をテ
ーマにした企画と事業の運営も体験できます。
　「協働」という言葉が日常的に使われていますが、その主体である市
民の皆さんとともに「協働」ということばの定義を模索し、そのシステ
ムについて考えます。そして、「協働指針の提言」という形で多くの市
民に理解していただきながら、市への提言づくりを行います。
　当面の日程については、次のとおりですが、その後の予定（日・曜日・時間など）は集まった皆さんで
決めて進めていきます（※１２月ころまでに７回の開催予定）。自発的参加で、費用弁償などはありません。
 当面の予定

　第１回 ７月１７日（火） 午後1時30分～4時30分 堀金総合支所301会議室
             「市民と行政の協働指針提言づくり」の予定と説明

              平成18年度「協働のまちづくりワークショップ」活動報告

 第２回 ８月８日（水） 視察研修（予定）

             協働のまちづくり分野別実践活動の事例発表

■対  象 市内にお住まいかお勤めの人
■募集人数　５０人（区長・ＰＴＡ・公民館役員など地域活動を実際に行っている皆さん
　　　　　　　　　の積極的な参加をお待ちしています）
■応募方法　電話・ＦＡＸ・Ｅメールのいずれかで住所、氏名、電話番号をお知らせください。
■応募期限　７月６日（金）

応募先・問い合わせ 県安曇野庁舎内
　　　　　　　　　　まちづくり推進課（℡ ７１・２０００  FAX ７２・１２２３）
　　　　　　　　　　　Eメール：ma-machizukuri@city.azumino.nagano.jp

　市は、地域文化の振興・生涯学習・学術研究などで協力し合う連携協定を信州大学人文学部と結
んでいます。昨年度、市からは「安曇野市の景観」について学術研究の委託をしました。その研究
成果を発表する報告会を開催します。
　土地利用の規制と景観形成の課題・観光と景観の価
値や田園風景保全のために、いくらの金額ならば寄付
してもよいかなど、興味深い調査報告もありますので、
お気軽にご来場ください。
■日時　６月２７日（水）午後７時～９時
■場所　豊科ふれあいホール（豊科保健センター南）
■発表テーマ　『安曇野市の景観形成活動と景観の価値』
■講師　村山研一教授・渡邊勉准教授（信州大学人文学部）
■問い合わせ　県安曇野庁舎内まちづくり推進課
　　　　　　　　　　　　　　　　　（℡ ７１・２０００）

Ｒ
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●
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豊
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総
合
支
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ガ
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ス
ワ
ン
ガ
ー
デ
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長
野
自
動
車
道

豊
科
Ｉ.

Ｃ

豊科ふれあい
ホール

平成１８年度 情報公開の実施状況

実　施　機　関 請求件数 不服申立て
処　理　内　訳

公　開 部分公開 非公開 不存在
市 長
議 会
教 育 委 員 会
選 挙 管 理 委 員 会
監 査 委 員
公 平 委 員 会
農 業 委 員 会
固定資産評価審査委員会

合　　　計

15
0
3
0
0
0
0
0
18

8
0
3
0
0
0
0
0
11

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

2
0
0
0
0
0
0
0
2

5
0
0
0
0
0
0
0
5

平成18年度 個人情報開示の実施状況

実　施　機　関 請求件数 不服申立て
処　理　内　訳

開 示 部分開示 非開示
市 長
議 会
教 育 委 員 会
選 挙 管 理 委 員 会
監 査 委 員
公 平 委 員 会
農 業 委 員 会
固定資産評価審査委員会

合　　　計

1
0
0
0
0
0
0
0
1

1
0
0
0
0
0
0
0
1

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

●
夜間急病センター
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都
市
間
交
流

サ
ー
ス
フ
ェ
ー
訪
問
団
が
来
訪

ス
イ
ス
の
山
岳
都
市
・
サ
ー
ス
フ
ェ
ー
村
か
ら
の
訪
問
団
が
、

５
月
16
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
３
日
間
、
安
曇
野
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

市政トピックス
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国民健康保険税

消費者の会

国保税減免制度の改正案を答申

市内全域での活動に向けて、組織を一本化

第2期地域審議会がスタート

平林市長に答申書を手渡す
青柳会長と二木茂光副会長

設立総会には、各支部から約６０人が参加した

　国民健康保険運営協議会（青柳和水会長）は６月２２日、

生活困窮者などを対象にした国保税減免制度について、

平林市長に答申しました。

　答申では、国保税の減免に対して税負担の平等と公平

性を図るための改正案を示しました。案では、新たに所

得の減少の割合に応じて免除の率を決める基準、国民健

康保険法第５９条（少年院・刑事施設・労役場等に拘禁され

た保険者）に該当する被保険者の基準を設けるという内

容のほか、災害の定義の明確化についても答申しています。

　この答申を踏まえた改正案は、６月定例会に提出さ

れました。

　安曇野市消費者の会設立総会が５月１６日、豊科ふ

れあいホールで開かれました。

　消費者の会は、消費者の立場からさまざまな問題

を考え、実践する団体です。これまで豊科・穂高・

明科地域に設立されていた各会を支部とし、組織を

一本化してスタートし、本年度は、各支部で行って

きた活動のほかに、全会員を対象とした活動や、三

郷、堀金支部の発足に取り組む予定です。会長には、

豊科の小福敬子さんが選出され、会員数は１２４人と

なりました。

平林市長から地域審議会委員1人ひとりに
委嘱書が手渡された

　５地域ごとに設置され、市長の諮問に応じ、審議・答

申をしたり、各地域の課題などを検討する地域審議会

（第２期）の委員委嘱書交付式が４月２７日、堀金総合

支所で開かれました。

　この日は、公募委員を含む各地域１５人ずつの７５人が

平林市長から委嘱書を手渡されました。また、第１期地域

審議会の経過やまちづくり計画の概要説明なども行われ

ました。その後、各地域審議会に分かれて、第１回地域審

議会が開かれ、正副会長の選出などを行いました。委員

の任期は、平成２１年３月までです。

※各地域審議会の委員は、２７ページに掲載しています。

国内友好都市との交流：三郷サミットが開催されました

＊ T O P I C S

スポーツ・文化事業を通じた民間交流の
支援を行うことを決めた

　第２１回三郷・安曇野友好都市交流推進協議会が５月２１日と
２２日、安曇野市で開催されました。
　同協議会には、３市町の首長や議会議長、職員などが出席
して、平成１８年度の事業報告や今年度の事業計画や予算など
を決めました。また、市内の大王わさび農場や田淵行男記念
館などの視察も行いました。
　同協議会は、同じ名前が縁で埼玉県三郷市と奈良県三郷町、
旧三郷村の間で友好都市提携が結ばれて発足し、住民同士の
交流をはじめ、各市町のイベントなどへの参加、防災担当者
会議の開催などを行っています。

み  さと さん ごう

穂高神社 堀金総合支所

 

　
ス
イ
ス
・
サ
ー
ス
フ
ェ
ー
村
の
フ

ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ツ
ル
ブ
リ
ッ
ケ
ン
村

長
は
じ
め
７
人
の
訪
問
団
が
、
５
月

１６
日
か
ら
１８
日
の
３
日
間
、
市
内
に

滞
在
し
ま
し
た
。

　
滞
在
中
は
、
長
峰
山
や
穂
高
神
社

な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
た
ほ

か
、
ご
み
焼
却
施
設
・
穂
高
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
や
、
そ
の
余
熱
を
利
用

し
た
あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
を
見
学
し
、

安
曇
野
市
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
を

視
察
し
ま
し
た
。
穂
高
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
見
学
で
は
、
穂
高
広
域
施

設
組
合
で
実
験
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
、
家
庭
で
の

ご
み
の
分
別
方
法
な
ど
に
関
し
て
熱

心
に
質
問
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
サ
ー
ス
フ
ェ
ー
村
は
、
ス
イ
ス
の

南
西
部
に
位
置
す
る
山
岳
観
光
地
で
、

登
山
や
ス
キ
ー
を
目
当
て
に
年
間
を

通
じ
て
世
界
中
か
ら
観
光
客
が
集
ま

り
ま
す
。
収
入
の
９
割
以
上
を
観
光

産
業
が
占
め
、
半
世
紀
以
上
前
か
ら

ガ
ソ
リ
ン
車
の
乗
り
入
れ
を
禁
止
す

る
な
ど
、
環
境
保
護
に
関
し
て
世
界

で
も
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
４
年
前
、
同
村
の
サ
イ
モ

ン
・
ブ
ー
マ
ン
観
光
局
長
が
安
曇
野

を
訪
れ
た
際
、
同
じ
山
岳
観
光
を
産

業
と
す
る
こ
の
地
域
に
興
味
を
持
ち
、

安
曇
野
市
誕
生
を
機
に
、
市
へ
都
市

間
交
流
を
提
案
。
昨
年
８
月
、
平
林

市
長
ら
が
合
併
前
か
ら
交
流
の
あ
る

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
を

訪
問
し
た
の
に
併
せ
サ
ー
ス
フ
ェ
ー

を
訪
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
今

回
の
来
訪
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
滞
在
２
日
目
に
行
わ
れ
た
歓
迎
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
で
ツ
ル
ブ
リ
ッ
ケ
ン
村

長
は
、「
観
光
都
市
と
し
て
発
展
し
て

い
く
た
め
、
積
極
的
に
意
見
や
ア
イ

デ
ア
、
経
験
を
交
換
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
平
林
市
長
は
、「
環
境
先
進

地
で
あ
る
サ
ー
ス
フ
ェ
ー
か
ら
我
々
が

学
ぶ
こ
と
は
多
い
。
形
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
目
的
を
持
っ
た
内
容

あ
る
交
流
が
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
、
今
後
の
展
望
を
述
べ
ま
し
た
。
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　市内にある８３区の区長で構成する市区長会は
５月２３日、初の総会を県安曇野庁舎で開きました。
 市区長会は、各区が共通して抱える問題などの
検討や親睦、情報交換をするため設立されました。
この日は、役員の承認や本年度の事業計画を決め
ました。初代区長会長に選出された河村佳次さん
（穂高有明・豊里区）は、「区はどうあるべきかと
いう大きな課題を抱えている。区や区長の位置付
けや未加入者の問題など、皆さんの意見をお聞き
しながら取り組みたい」とあいさつしました。

　ＮＰＯ法人・長野ふるさとづくり応援団は５月２６
日、Ｉターン者と地元住民の交流による地域づ
くりを考える「ふるさとづくりフォーラムｉｎ安曇
野」をスイス村サンモリッツで開催しました。
 この日は、約８０人が参加。県や市へのＩター
ン希望者の状況や地域が抱える課題などを話し
合いました。参加者からは「人との交わりが嫌な
人は、田舎暮らしは向かないのではないか」「区
についての情報が少ない」などの意見が出されま
した。
 次回は、１１月ごろに開催される予定です。

Ｉターン者との地域づくりを考える
5/26 ふるさとづくりフォーラムin安曇野

初夏のほんのり甘い味を満喫

きびきびとした動きで、優勝を競う
6/10 安曇野市ポンプ操法大会

5/2 安曇野市日赤奉仕団�寄贈

　安曇野市日赤奉仕団（等々力秀和委員長）は５月
２日、災害時の非常食として氷もち８００個を市に
寄贈しました。
 奉仕団では、氷もちが長期の保存に適している
ことに着目し、「非常食としても活用してみては」
と市に提案しました。
 等々力さんは、「郷土食である氷もちの作り方
を伝承したり、話題にしたりすることで、防災訓
練や自主防災組織の活動などを親しみやすく、楽
しいものにするきっかけになると思う」と、その
可能性に期待しています。
 

郷土食「氷もち」を非常食に

各区が抱える問題などを検討
5/23 安曇野市区長会設立総会

　第１８回全国「みどりの愛護」のつどいが６月
２日、国営アルプスあづみの公園で行われま
した。
 この日は、皇太子ご夫妻をはじめ全国で緑
化活動に取り組む関係者など約１,５００人が参加。
式典では、みどりの愛護活動で功績のあった
県内外の９８団体の表彰や事例発表が行われた
ほか、堀金の小田多井子ども育成会・小田多
井にこにこ会の両角達也君と中野優衣さんが「誓
いの言葉」を発表しました。また、皇太子ご夫
妻と関係者によるエドヒガンザクラの記念植
樹で、開式の辞を務めた平林市長は「先人が守
り育んできた自然・風景・文化を愛し、緑を
育てることは、私たちの責務です。植樹する
桜の木々が常念岳に見守られたこの地で満開
の花を咲かせることを祈念します」とあいさつ
しました。

緑を守り育てる心を
6/2 第18回全国「みどりの愛護」のつどい

　安曇野市消防団ポンプ操法大会が６月１０日、
スイス村サンモリッツで開かれました。
　大会には、ポンプ車操法の部に９チーム、小型
ポンプ操法の部に８チームが出場し、数カ月に渡
る練習の成果を競い合いました。今大会の各部上
位２チームおよびラッパ隊は、７月１日に安曇野
市内で開催される松本消防協会ポンプ操法・ラッ
パ吹奏大会に出場します。なお、結果は次のとお
りです。
　ポンプ車操法の部　優勝：第１３分団第３部　
　準優勝：第１３分団第１部　敢闘賞：第７分団
 小型ポンプ操法の部　優勝：第１分団　
　準優勝：第６分団　敢闘賞：第１２分団第２部

　第１９回あかしや祭りが５月２０日、豊科
南穂高の安曇野の里で行われました。
 このお祭りは、万水川一帯のアカシヤ
の花が咲くころに地元の地域住民が主体
となり、毎年開催しているものです。
 この日は、市内外から家族連れなど約
１,５００人が来場。名水のお茶サービスや
ニジマスのつかみ取り、特産品や伊勢志
摩の海産物の直送販売などが行われました。
また、アカシアの天ぷら試食コーナーは、
店の前に長い列ができるほど大賑わいで
した。試食した人は「花の匂いがする」「ほ
んのり甘い」と話し、初夏の味を満喫し
ていました。

▼
▼
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子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
を
対
象
に

し
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
日
ご
ろ
、

家
庭
で
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
が
少

な
い
お
父
さ
ん
、
自
然
に
触
れ
な
が

ら
子
育
て
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日
　
７
月
１５
日（
日
）か
ら
全

　
８
回（
９
月
９
日
、
１０
月
１４
日
、

　
そ
れ
以
外
は
毎
月
第
３
日
曜
日
）

■
時
間
　
午
前
９
時
４５
分
〜
１１
時

■
場
所
　
か
じ
か
の
里
公
園

※
雨
天
の
場
合
は
穂
高
会
館

■
対
象
者
　
０
歳
か
ら
４
歳
の
子
ど

　
も
と
お
父
さ
ん（
お
母
さ
ん
の
同

　
伴
可
）

■
材
料
費
　
子
ど
も
１
人

　
　
　
　
　
２
０
０
円

■
持
ち
物
　
材
料
費
・
筆
記
用
具
・

　
帽
子
・
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
・
飲
み

　
物
ほ
か
、
各
自
必
要
な
物

■
講
座
内
容
　
子
ど
も
の
心
と
体
の

　
発
達
、
わ
が
子
へ
の
か
か
わ
り
方
、

　
父
親
の
役
割
、
自
然
に
触
れ
る
大

　
切
さ
な
ど
。

■
申
し
込
み
　
７
月
１５
日（
日
）午
前

　
９
時
３０
分
ま
で
に
、
か
じ
か
の
里

　
公
園（
雨
天
の
場
合
は
穂
高
会
館
）

　
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
受
け
付

　
け
と
開
講
式
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
教
育
課
生
涯

　
学
習
係
　
　
（
℡
８２
・
５
９
７
０
）

　
中
学
生
・
高
校
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ

ー
ダ
ー
と
、
昔
の
遊
び
を
た
く
さ
ん

知
っ
て
い
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

毎
月
開
催
し
て
い
る「
大
空
の
広
場
〜

ハ
ッ
ピ
ー
パ
ー
ク
〜
」を
今
年
も
開
催

し
ま
す
！

　
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
を
考
え
、
遊
び

を
通
じ
て
自
ら
の
成
長
に
つ
な
げ
る
。

そ
ん
な
遊
び
集
団
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
８
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

※
２
回
目
以
降
の
日
程
は
当
日
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
。

■
会
場
　
か
じ
か
の
里
公
園

■
対
象
　
ど
な
た
で
も
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。
親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎

　
で
す
。

■
持
ち
物
　

◎
飲
み
物
・
帽
子
・
各
自
必
要
な

　
も
の

◎
水
遊
び
を
す
る
場
合
は
、
着
替
え
・

　
ぬ
れ
て
も
い
い
服
装
・
タ
オ
ル
・

　
ぬ
れ
た
も
の
を
入
れ
る
袋
・
サ
ン

　
ダ
ル
な
ど

◎
雨
天
時
は
雨
具

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
教
育
課
生
涯

　
学
習
係
　
　
（
℡
８２
・
５
９
７
０
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、
当
日

　
必
ず
受
け
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
自
然

観
察
や
芸
術
鑑
賞
を
し
ま
せ
ん
か
。

霧
ヶ
峰
高
原
で
季
節
の
高
山
植
物
を

観
察
、
白
樺
湖
の
影
絵
・
き
り
絵
・

ガ
ラ
ス
・
オ
ル
ゴ
ー
ル
美
術
館
を
訪

ね
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
１８
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
ご
ろ

※
雨
天
中
止

■
集
合
　
三
郷
公
民
館

■
講
師
　
柴
野
武
夫
さ
ん

　
　
　
　
木
船
清
さ
ん

■
定
員
　
２０
人（
希
望
者
多
数
の
場

　
合
は
抽
選
）

■
参
加
費
　
１
人
１
、０
０
０
円
程

　
度（
入
館
料
な
ど
当
日
集
め
ま
す
）

■
服
装
 
帽
子
、
運
動
靴

■
持
ち
物
　
昼
食
・
水
筒
・
筆
記
用

　
具
・
雨
具
、
保
険
証

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
６
月

　
２９
日（
金
）ま
で
に
 
三
郷
公
民
館

（
℡
７７
・
２
１
０
９
）に
電
話
に
て

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
安
曇
野
・
松
本
一
帯
は
多
く
の
バ
ー
が

あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の

講
座
は
、カ
ク
テ
ル
の
種
類
に
つ
い
て
の

基
礎
知
識
、基
本
的
な
バ
ー
の
楽
し
み

方
や
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。ま
た
家
庭

で
作
れ
る
カ
ク
テ
ル
レ
シ
ピ
も
紹
介
し

ま
す
。

■
日
時
　
７
月
１１
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

■
場
所
　
穂
高
会
館
で
受
付
・
集
合

　
し
た
後
、豊
科
の
会
場
へ
移
動
し
ま
す
。

☆
当
日
、自
家
用
車
の
使
用
は
禁
止

　
し
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
講
師
　
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
　

　
　
　
　
　
　
澁
谷
宏
之
さ
ん

■
対
象
　
市
内
在
住
の
成
人

■
定
員
　
１５
人
　

■
参
加
費
　
１
、２
０
０
円（
受
講
料
・

　
資
料
代
）

■
申
し
込
み
　
６
月
２７
日（
水
）か
ら

　
７
月
５
日（
木
）ま
で
の
期
間
に
穂

　
高
会
館
窓
口
に
て
参
加
費
を
添
え

　
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
定
員

　
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
教
育
課
生
涯

　
学
習
係
　
　
（
℡
８２
・
５
９
７
０
）

　
明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流
学

習
施
設
ひ
ま
わ
り
で
は
、
各
種
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
各
講
座
と
も

年
齢
・
住
所
は
問
い
ま
せ
ん
。
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

本
格
太
極
拳
講
座
 

■
募
集
人
員
　
１５
人

■
日
時
　
７
月
７
日（
土
）か
ら
毎
月

　
第
１
・
２
・
３
土
曜
日
　
午
前
１０
時

　
〜
正
午

■
講
師
　
楊
巧
鳳
さ
ん

■
受
講
料
　
１
回
 
１
、０
０
０
円

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
　

■
募
集
人
員
　
１０
人

■
日
時
　
７
月
１４
日（
土
）か
ら
毎
月

　
第
２
土
曜
日
 
午
前
１０
時
〜
正
午

■
講
師
　
赤
羽
由
佳
さ
ん

■
受
講
料
　
１
回
 
１
、０
０
０
円

ガ
ラ
ス
の
花﹁
グ
ラ
ス
フ
ィ
オ
ー
レ
﹂ 

■
募
集
人
員
　
１０
人

■
日
時
　
７
月
１４
日（
土
）か
ら
毎
月

　
第
２
土
曜
日
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
講
師
　
赤
羽
由
佳
さ
ん

■
受
講
料
　
１
回
　
１
、０
０
０
円
　

■
申
し
込
み︵
共
通
︶　
６
月
２６
日（
火
）

　
か
ら
７
月
２
日（
月
）午
後
５
時
ま

　
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。
た
だ
し
、
応
募
者
が
定
員
に

　
達
し
な
い
場
合
は
講
座
を
開
催

　
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

　
た
、現
在
開
催
中
の
講
座（
エ
ア
ロ

　
ビ
ク
ス
・
ビ
ジ
ョ
ン
ヨ
ガ
・
社
交
ダ
ン

　
ス
）も
随
時
受
講
者
を
募
集
し
て

　
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
明
科
子
ど
も
と
大

　
人
の
交
流
学
習
施
設
ひ
ま
わ
り

　
　
　
　
　
（
℡
６２
・
２
０
０
１
）

　　
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
〜
る
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
と
は
、
大
き
な
空
豆
の
よ
う

な
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
行
う
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
型
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
変
わ
っ

た
形
の
ボ
ー
ル
を
使
う
た
め
、
思
わ

ぬ
方
向
に
バ
ウ
ン
ド
し
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
上
級
者
で
も
苦
戦
す
る
こ
と
必

至
で
、
参
加
者
の
レ
ベ
ル
に
関
係
な

く
楽
し
め
ま
す
。

■
日
時
　
６
月
２８
日（
木
）、７
月
１２

　
日（
木
）・
２６
日（
木
）、８
月
９
日（
木
）

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時
３０
分

■
場
所
　
三
郷
文
化
公
園
体
育
館

■
講
師
　
体
育
指
導
委
員

■
参
加
費
　
１
回
　
１
０
０
円

　
　
　
　
　
※
当
日
集
め
ま
す

■
服
装
　
運
動
の
で
き
る
服
装

■
持
ち
物
　
上
履
き

■
そ
の
他
　
１
回
だ
け
の
参
加
、当

　
日
の
飛
び
込
み
参
加
も
可
能
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
三
郷
公
民
館（
℡
７７
・
２
１
０
９
）

　
に
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

し
ぶ

や

よ
う
　
こ
う
ほ
う

穂
高
公
民
館
・
乳
幼
児
の
子
育
て
教
室

親
子
す
く
す
く
広
場

気
軽
に
楽
し
む

カ
ク
テ
ル
講
座

受
講
生
募
集

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド

ふ
ら
ば
〜
る
バ
レ
ー
教
室

受
講
生
募
集

明
科
ひ
ま
わ
り
塾

ニッコウキスゲ
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広
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ハ
ッ
ピ
ー
パ
ー
ク

三
郷
公
民
館

夏
の
自
然
観
察
会



　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
環
境
を
身

近
に
感
じ
、
自
ら
考
え
行
動
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ワ
イ
ル
ド
」

事
業
の
一
環
と
し
て
、
環
境
教
育

に
関
心
が
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
、

環
境
学
習
指
導
者
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

　
受
講
者
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

ワ
イ
ル
ド
初
級
指
導
者
資
格
が
認

定
さ
れ
ま
す
。
　

■
開
催
日
　
７
月
１４
日（
土
）、
３１
日

　（
火
）、
１０
月
１４
日（
日
）

※
各
回
と
も
午
前
９
時
３０
分

　
〜
午
後
５
時
３０
分

■
場
所
　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

■
定
員
　
各
回
２５
人（
先
着
順
）

■
対
象
　
１８
歳
以
上

■
受
講
料
　
８
、５
０
０
円

■
主
催
　（
財
）公
園
緑
地
管
理
財
団

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

　（
財
）公
園
緑
地
管
理
財
団
ア
ル
プ

　
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
℡
７１
・
５
５
１
１
）

　
豊
科
教
育
課
で
は
、
足
腰
が
弱
っ

た
、
腰
痛
が
き
つ
い
、
体
力
を
付
け

た
い
人
な
ど
を
対
象
に
、
水
中
ウ
オ

ー
ク
、
水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
を

行
う
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
期
間
　

　
７
月
１０
日
か
ら
毎
週
火
曜
日

■
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分

■
場
所
　
安
曇
野
市
豊
科
プ
ー
ル

■
講
師
　
山
田
美
也
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
健
康
運
動
指
導
士
）

■
対
象
　
４０
歳
以
上
の
市
民

■
定
員
　
２５
人

■
受
講
料
　
５
０
０
円

■
保
険
料
　
１
、５
０
０
円

■
申
し
込
み
方
法
　
６
月
２５
日（
月
）

　
か
ら
豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ

　
施
設
窓
口
で
、
所
定
の
用
紙
に
記

　
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
ご
遠
慮

　
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
に
は
、
受

　
講
料
と
保
険
料
が
必
要
と
な
り
ま

　
す
。
な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
締

　
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　
　
　
　
　
　
（
℡
７３
・
３
０
１
１
）

　
穂
高
プ
ー
ル
で
は
、
各
種
水
中
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
目
的
や
年
齢
に

あ
っ
た
教
室
が
選
べ
ま
す
。
ま
た
、

市
民
以
外
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

親
子
水
慣
れ
教
室︵
全
５
回
︶
　

■
開
催
日
　

　
７
月
１６
日（
月
）〜
２０
日（
金
）
　

　
午
前
１１
時
〜
１１
時
５０
分

■
参
加
費
　
５
０
０
円

■
対
象
　

　
３
歳
以
上
未
就
学
児
と
保
護
者

■
定
員
　
２０
組

小
学
生
水
慣
れ
教
室︵
全
５
回
︶

■
開
催
日
　

　
７
月
３０
日（
月
）〜
８
月
３
日（
金
）

　
午
前
１１
時
〜
１１
時
５０
分

■
参
加
費
　
３
０
０
円

■
対
象
　
小
学
１
〜
６
年
生

■
定
員
　
２０
人

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
入
門︵
全
３
回
︶

■
開
催
日
　

　
８
月
１
日（
水
）〜
３
日（
金
）

　
午
前
１０
時
〜
１０
時
５０
分

■
参
加
費
　
３
０
０
円

■
対
象
　
一
般

■
定
員
　
２０
人

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
入
門
︵
全
３
回
︶

■
開
催
日
　

　
８
月
１
日（
水
）〜
３
日（
金
）　
　

　
午
後
３
時
〜
３
時
５０
分

■
参
加
費
　
３
０
０
円

■
対
象
　
一
般

■
定
員
　
２０
人

着
衣
水
泳
教
室
︵
全
２
回
︶

■
開
催
日
　

　
７
月
１５
日（
日
）、２２
日（
日
）

　
午
前
１０
時
〜
１０
時
５０
分

■
参
加
費
　
１
、０
０
０
円

■
対
象
　
一
般

■
定
員
　
２０
人

︻
共
通
︼

・
参
加
費
は
１
回
の
受
講
料（
当
日

　
払
い
）で
す
。
入
場
料
は
別
途
必

　
要
と
な
り
ま
す
。

・
天
候
不
順
の
場
合
は
中
止
と
な
り

　
ま
す
。

・
主
催
は
、
指
定
管
理
者
株
式
会
社

　
フ
ク
シ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
７
月
４
日（
水
）か
ら
穂
高
プ
ー
ル

　（
℡
８２
・
８
３
８
８
）へ
電
話
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
の
申

　
し
込
み
も
可
能（
着
衣
水
泳
教
室

　
は
不
可
）で
す
が
、
定
員
に
な
り

　
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

豊科プール　（℡ ７２・６２００）
■開場期間 ７月７日（土）～８月26日（日）
■開場時間　午前１０時～午後４時４５分
■休場日　天候不順の場合
■料金　中学生以下１００円、一般（高校生以上）３１０円、
　　　　コインロッカー１００円。
※１歳未満児、７５歳以上の人および遊泳されない付き添いは無料です。

■その他　
・７月７日は無料開放します。
・プールの水深が深いため、小学４年生以下の子どもは、
　保護者（高校生以上）が付き添わないと入場できません。

穂高プール　（℡ ８２・８３８８）
　（指定管理者　株式会社フクシ・エンタープライズ）
■開場期間 ７月７日（土）～８月３１日（金）
■開場時間

　○平日　午前１０時～午後５時
　○土・日・祝日および７月２３日～８月１７日　
　　午前９時～午後５時
■休場日　天候不順の場合
■料金　中学生以下３００円、一般（高校生以上）５００円、
　　　　コインロッカー１００円。
※１歳未満児、７５歳以上の人および遊泳されない付き添いは無料です。

■回数券【６回券】中学生以下１,５００円、一般（高校生以上）２,５００円
　　　　【１１回券】中学生以下３,０００円、一般（高校生以上）５,０００円
■その他

　・小学３年生以下の子どもは、保護者（高校生以上）が付き添わないと入場できません。　
　・スライダー利用は小学校３年生以上です。

み
　
や
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豊
科
プ
ー
ル

水
中
健
康
教
室
（
全
5
回
）

穂
高
プ
ー
ル

各
種
水
中
教
室

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

環
境
学
習
指
導
者
養
成
講
座
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小
沢
昭
巳
原
作
の
児
童
文
学
「
と

べ
な
い
ホ
タ
ル
」
の
ア
ニ
メ
上
映
会

を
開
催
し
ま
す
。
い
じ
め
・
環
境
問

題
な
ど
、
助
け
合
う
気
持
ち
・
仲
良

く
な
る
気
持
ち
を
感
じ
て
ほ
し
い
作

品
で
す
。
保
育
園
児
か
ら
小
中
学
校

の
子
ど
も
た
ち
、
大
人
ま
で
、
幅
広

く
観
賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
作
品
で

す
。
左
記
の
図
書
館
で
上
映
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

︻
豊
科
図
書
館
︼
　

■
日
時
　
６
月
３０
日（
土
）
　
　
　

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
正
午

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
　
大
会
議
室

■
定
員
　
１
０
０
人（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ

　
豊
科
図
書
館
（
℡
７２
・
２
１
５
８
）

︻
明
科
図
書
館
︼
　

■
日
時
　
７
月
２１
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
正
午

■
場
所
　

　
ひ
ま
わ
り
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

■
定
員
　
５０
人（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ

　
明
科
図
書
館
（
℡
６２
・
１
１
２
２
）

　　
紙
芝
居
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
歌
や

絵
本
を
通
じ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
こ
ど

も
た
ち
や
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
内
容
　
ブ
ラ
ジ
ル
民
謡
の
紙
芝
居

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
歌
や
絵
本
、
外

　
国
絵
本
の
展
示
。

■
日
時
　
６
月
３０
日（
土
）午
前
１１
時
〜

■
場
所
　

　
明
科
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋

■
問
い
合
わ
せ
　

　
明
科
図
書
館
（
℡
６２
・
１
１
２
２
）

　
平
成
２０
年
成
人
式
は
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。
　

■
日
時
　

　
平
成
２０
年
１
月
１４
日（
月
・
成
人
の
日
）

　
午
後
１
時
〜
（
予
定
）

■
場
所
　
安
曇
野
ス
イ
ス
村

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

■
対
象
　
昭
和
６２
年
４
月
２
日
〜
昭

　
和
６３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
た
者
で
、市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し

　
て
い
る
者
、も
し
く
は
他
市
町
村
の

　
中
学
校
を
卒
業
後
転
入
し
、平
成

　
１９
年
１０
月
１
日
現
在
安
曇
野
市
に

　
住
所
を
有
す
る
者
。対
象
者
に
は
１１

　
月
上
旬
に
案
内
状
を
発
送
し
ま
す
。

■
募
集
　
成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

　
し
ま
す
。
自
分
の
手
で
企
画
・
運

　
営
し
、
思
い
出
に
残
る
成
人
式
を

　
作
り
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
左
記
ま

　
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
社
会

　
教
育
係
　
　
　（
℡
６２
・
４
５
６
５
）

　
安
曇
野
　
橋
節
郎
記
念
美
術
館
で

は
、
　
橋
節
郎
追
悼
企
画
展
「
う
る

し
の
ち
か
ら
―
松
田
権
六
／
山
崎
覚

太
郎
／
　
橋
節
郎
」
を
開
催
し
ま
す
。

松
田
（
１
８
９
６
―
１
９
８
６
）
・

山
崎
（
１
８
９
９
―
１
９
８
４
）
は
、

　
橋
（
１
９
１
４
―
２
０
０
７
）
が

東
京
美
術
学
校
で
漆
芸
を
学
ん
で

い
た
と
き
に
助
教
授
を
務
め
て
い

ま
し
た
。

　
今
回
の
展
示
は
、
伝
統
と
革
新
と

い
う
両
輪
を
支
え
け
ん
引
し
、
共
に

漆
芸
界
の
発
展
に
寄
与
し
た
松
田
・

山
崎
両
氏
と
、
二
人
の
巨
匠
の
教
え

に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
　
橋
の
作

品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

■
会
期

　
７
月
１８
日（
水
）〜
８
月
２６
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
休
館
　
毎
週
月
曜
日

■
観
覧
料
　
一
般
６
０
０
円（
団
体

　
割
引
５
０
０
円
）、高
校
・
大
学
生

　
４
０
０
円（
団
体
割
引
３
０
０
円
）、

　
中
学
生
以
下
・
７０
歳
以
上
無
料

■
問
い
合
わ
せ
　
安
曇
野
　
橋
節
郎

　
記
念
美
術
館（
℡
８１
・
３
０
３
０
）

 　
安
曇
野
　
橋
節
郎
記
念
美
術
館
で

は
、
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、
漆
パ
ネ
ル
作
品
の
制
作
体
験
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
黒
漆
塗
り
の
板

に
、
金
粉
、
金
箔
、
貝
の
薄
板
を
使

っ
て
文
様
を
表
し
た
り
装
飾
を
し
て
、

漆
の
平
面
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
　
　
　
１０
組
２０
人

■
日
時
　

　
７
月
２８
日（
土
）、２９
日（
日
）

※
２
日
に
渡
る
工
程
　
午
前
９
時
３０

　
分
〜
午
後
４
時
３０
分

■
指
導
　
東
京
芸
術
大
学
漆
芸
科
の

　
皆
さ
ん

■
材
料
費
　
４
、３
０
０
円（
１
組
に
つ
き
）

■
持
ち
物
　
材
料
費
、
作
業
着
、
昼

　
食
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
は
さ
み
、

　
ピ
ン
セ
ッ
ト

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
６
月

　
２６
日（
火
）か
ら
７
月
２６
日（
木
）（
午

　
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
、月
曜
日

　
を
除
く
）ま
で
に
　
橋
節
郎
記
念

　
美
術
館
（
℡
８１
・
３
０
３
０
）へ
電

　
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
応

　
募
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と
な

　
り
ま
す
。

紹介する人

お
す
す
め
の
一
冊

 

図
書
館
映
画
上
映
会

ｐ
ｉ
ｐ
ｉ
と
べ
な
い
ホ
タ
ル

ドキドキ・ワクワクお話の世界

7月の おはなし
図書館

豊科 ちいさいたんぽぽ（幼）・おはなしたんぽぽ（５歳以上）
豊科公民館和室 (Tel.72・2158)

１３日（金）１１：００～（幼児対象）
　　　　１６：３０～（５歳以上対象）

穂高 おはなしとしょかん
穂高会館講義室 (Tel.84・0111)

２１日（土）１０：３０～（幼児対象）
　　　　１１：２０～（５歳以上対象）

三郷 ポケットの会
三郷公民館児童室�(Tel.77・2109)

  １４日（土）１０：００～（幼児・小学生対象）

堀金 おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー�(Tel.72・5796)

１１日（水）１１：００～（幼児対象）
１８日（水）１５：３０～（小学生対象）
　　　　１６：００～（保育園児対象）

明科 おはなしの会
ひまわり和室�(Tel.62・1122)

２１日（土）１１：００～（幼児対象）
　　　　１１：３０～（５歳以上対象）

さん��（豊科）

お
す
す
め
の
一
冊

ア
ン
ジ
ュ
ー
ル
 あ
る
犬
の
物
語

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
バ
ン
サ
ン
著

＊大人も楽しめます。

松田権六「蒔絵鷺文飾箱」
東京国立近代美術館所蔵
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　一匹の犬が走る車の窓から投げ捨てられます。犬は
必死で車を追いかけますが、車はたちまち見えなくな
ってしまいます。とぼとぼとさまよう犬。しょう然と
したその後姿。文字はありません。省力の利いた鉛筆
画のみで、飼い主に捨てられた犬の内面をここまで表
現できるものかと、そのデッサン力に驚きました。同
時に、著者の深い語り掛けは、人や年齢に関係なく読
み手のその時々の心の奥まで「なにか」を届けてくれ
る絵本だと思います。

日
程
の
お
知
ら
せ
と
実
行
委
員
募
集

平
成
 
年
成
人
式

２０

　
橋
節
郎
記
念
美
術
館

漆
パ
ネ
ル
制
作
講
座
（
親
子
対
象
）

図
書
館
ひ
ま
わ
り
講
座

絵
本
で
知
る
世
界

ブ
ラ
ジ
ル
の
こ
ど
も
た
ち

川崎 栄子
山崎覚太郎「猿」
富山県水墨美術館所蔵

企
画
展
示

松
田
権
六
・
山
崎
覚
太
郎
・

　
橋
節
郎
展

 橋節郎「夢－まほろばの星座」
安曇野 橋節郎記念美術館所蔵



�� 6月号広報 6月号広報

information

��

…………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………

……………………………………………………………

……………………………………………………………

�松本短期大学の昨年度の講義で、最多質問は、

『高齢者施設実習の時、利用者から「死にたい」

「あの世から迎えがこない」と言われ、何と答

えてよいか分からず、無言で、何ともいえな

い悲しい、辛い憂鬱な実習をした。「死にたい」

と言われたときは、どう答えてよいか教えて

ください。介護福祉士として心に留めておき

たい』という質問でした。

　「死にたい」という問いには、答えは一つ「死

ぬな」です。人は、この世に三間がなければ、

あの世(天国)に帰ってしまいます。三間とは、

空間(天地一杯に生きる居場所)・時間(自分の

時間は自分だけのもの)・人間(支え合い生き

る命)です。

�いじめや無視(シカト＝花札の10月はもみ

じと鹿であり、その姿がそっぽを向いて知ら

ん顔していることから）という行為により、

居場所と時とかけがえのない命を奪われます。

�子どもにとっての学校は、ほとんどの時間

を過ごす最大の居場所であり、いのち輝く時

を無視され、人間を否定された子どもは、天

国に帰ってしまいます。

�命は、ひとりに一つしかありません。一度

手放してしまったら絶対に戻らないことを肝

に銘じておきたいものです。思いやり、いた

わりとは人それぞれの存在を認め、その命に

敬虔な心を寄せることであります。今こそ、

自然や命の神秘を見つめ、生きている命の尊

さを思ってほしいと切に願っています。

支え合う命を思う
市人権教育指導委員

龍門寺住職 佐々木��一生

ゆううつ

さん かん

じん かん

けい けん

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
受
給
者
現
況
届
の
提
出

水
道
メ
ー
タ

取
り
替
え
作
業
を
行
い
ま
す

　
農
業
者
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
、

毎
年
６
月
末
ま
で
に
、
現
在
の
状
況

を
記
載
し
た
現
況
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
こ
れ
は
、
引
き
続
き
年
金
の
支
給

を
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
、
提
出
さ
れ
な
い

場
合
は
、
年
金
の
支
給
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
皆
さ
ん

に
は
、
す
で
に
現
況
届
が
郵
送
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
農
業
委

員
会
ま
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
提
出
期
限
　
６
月
２９
日（
金
）

■
提
出
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　
三
郷
総
合
支
所
内
農
業
委
員
会
事
 

　
務
局（
℡
７７
・
３
１
１
１
）

　
市
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
有
効
期

間
満
了
と
な
る
水
道
メ
ー
タ
の
取
り
替

え
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
作
業
は
、
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
作
業

員（
市
の
腕
章
を
着
用
）が
無
料
で
、
取

り
替
え
作
業
を
行
い
ま
す
。
敷
地
内
に

立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
作
業
を
行

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
障

害
物
な
ど
が
あ
り
ま
す
と
作
業
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
の
で
、
移
動
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
取
替
対
象
　
平
成
１１
年
度
に
取
り
付

　
け
ら
れ
た
水
道
メ
ー
タ

■
作
業
期
間
　
７
月
〜
１１
月
末

　
・
７
月
明
科
地
域
・
８
月
三
郷
地
域

 
・
９
月
豊
科
地
域
・
１０
月
穂
高
地
域

　
・
１１
月
堀
金
地
域

■
問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
部
業
務
課

　（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

 
穂
高
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
規
定

に
よ
り
、
市
長
が
承
認
し
た
事
業
は

次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
１９
年
４
月
の
開
発
審
査
分

 （
承
認
日
　
平
成
１９
年
５
月
１６
日
）

■
有
限
会
社
 コ
ス
モ
開
発
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
９
６
３
５
番

・
開
発
面
積
　
１
、１
１
６
㎡

・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅
の
４
区
画

■
株
式
会
社
 寿
企
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
北
穂
高
３
１
６
２
番

　
　
　
　
他
３
筆
 
 

・
開
発
面
積
　
２
、７
１
３・
８
１
㎡

・
目
的
　
宅
地
造
成
８
区
画
う
ち
建

　
 
 
 
売
分
譲
２
区
画

■
寺
嶋
 耕
治
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
８
１
２
１
‐２
他
２
筆

・
開
発
面
積
　
７
０
７
㎡

・
目
的
　
宅
地
造
成
お
よ
び
一
般
住

　
 
 
 
宅
の
建
築

■
飯
田
 俊
穂
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
有
明
９
９
８
０
‐１
他

　
　
　
　
１
筆

・
開
発
面
積
　
９
６
７
㎡

・
目
的
　
一
般
住
宅
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
 
 
 
 
 

　
　
　
　
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
お
よ

　
　
　
　
び
駐
車
場

※
開
発
面
積
は
土
地
面
積
で
す
。

　
長
野
労
働
局
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
残

業
や
過
重
労
働
に
関
す
る
悩
み
・
相

談
を
抱
え
る
労
使
と
そ
の
家
族
な
ど

か
ら
の
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

・
日
時
　
６
月
３０
日（
土
）

 
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
電
話
番
号︵
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
︶

 
０
１
２
０
‐
８
９
７
‐
９
３
３

■
問
い
合
わ
せ
　

　
長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

　
　
　（
℡
０
２
６
・
２
２
３
・
０
５
５
３
）

   　
市
で
は
、
長
野
県
弁
護
士
会
松
本

在
住
会
の
協
力
で
、
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
７
月
１２
日（
木
）

 
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

■
場
所
　
三
郷
総
合
支
所
第
３
会
議
室

■
相
談
人
数
　
８
人

■
相
談
時
間
　
１
人
２０
分

■
申
込
方
法
　
７
月
５
日（
木
）の
午
前

　
９
時
〜
正
午
ま
で
に
電
話
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
順
で
は

　
あ
り
ま
せ
ん
の
で
受
付
時
間
内
に

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

　
に
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
部
総
務
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
（
℡
７１
・
２
０
０
０
）

穂
高
地
域
 
開
発
事
業
の
承
認

無
料
法
律
相
談
会

過
重
労
働
・
賃
金
不
払
残
業
解
消

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

犬の飼い主の皆さんへ

犬のフンは、きちんと片付けてください。

　そよ風が心地よい季節になり、犬と散歩を楽しむ人も増えてきました。
動物とのふれあいは、見る側にとっても心和む情景です。一方、市には、
次のようなふんの始末に関する苦情が多数寄せられています。
 
・シャベルや袋を持っていても拾わない人がいる

・田畑やあぜ道に勝手に埋める

・土手は、子どもたちも通るので、ふんを埋めた
 つもりでも出てきて、踏んだりすると不衛生である

・家の前にふんが落ちている　など

　飼い主の皆さんは、散歩のときは必ずスコップや袋を持って出掛けましょう。
　持っていない人には、声を掛けましょう。
 

鑑札は、必ず犬に付けておきましょう。

　犬は檻に入れるか、クサリでつなぎ、離し飼いはやめましょう。鑑札を付けて
おくと、万が一、迷い犬になった場合でも、飼い主がすぐに判明します。

■問い合わせ　各総合支所地域支援課生活環境係
　　　　　　 穂高総合支所内市民環境部環境課（℡８２・３１３１）

相

談
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入
札
・
契
約
結
果

�
 
 
︵
平
成
19
年
４
月
分
︶

︵
工

事

名

︶

 市
道
穂
高
５３
号
線
道
路
改
良
工
事

　に
伴
う
下
水
道
管
渠
布
設
替
工
事

︵
工
事
個
所
︶穂
高
 
本
郷

︵
請

負

者

︶富
士
開
発（
株
）

︵
請
負
代
金
︶４
、２
５
２
、５
０
０
円

職 　 　 種

応 募 資 格

勤 務 場 所

応 募 方 法

応 募 期 限

第１次試験

申 し 込 み
問い合わせ

看 護 職 員 介 護 職 員

正看護師免許若しくは準看護師免許を持つ人（平
成２０年３月までに取得見込みの人を含む）で、５０歳
以下の人。

○桔梗荘（塩尻市）○岡田の里（松本市）○やまびこの里（松本市）○四賀福寿荘（松本市）
○ピアやまがた（山形村） ○サンライフおみ（麻績村） ○ちくまの（波田町） ○木曽あすなろ荘（南木曽町）
○サニーヒルきそ（木祖村）○なんてんの里（木曽町）

社会福祉士若しくは介護福祉士資格を持つ人（平
成２０年３月までに取得見込みの人を含む）または高
等学校以上を卒業し、老人福祉施設での勤務経験
が５カ月以上（平成１９年６月３０日現在）ある人で夜
勤が可能な４５歳以下の人。

【共通事項】・普通自動車免許のある人　・年齢は、平成２０年４月１日の基準日

上記各施設および組合事務局にある申込用紙を記入し、本人が直接事務局に持参してください。

７月５日（木）【土・日を除く】午前９時～午後５時

７月２９日（日）

〒３９９-０７０４　塩尻市大字広丘郷原１６８３番地１
松塩筑木曽老人福祉施設組合事務局（℡ ５３・５０００）

募集一覧表

◇お詫びと訂正◇�

 �広報あづみの５月号（５月２３日発行）

 �■５ページ「特集�晴れた日は公園に行こう」の記事

　   訂正箇所��［誤］国営アルプスあづみ野公園  →［正］国営アルプスあづみの公園

� ■９ページ「新下水道料金」の記事
 　  訂正箇所 下水道料金改定表の新料金適用時期
 　・三郷地域［誤］１０月請求分（８月検針分）→ ［正］１１月請求分（９月検針分）
 　・堀金地域［誤］１１月請求分（９月検針分）→ ［正］１０月請求分（８月検針分）

� 広報お知らせ版（６月６日発行）

� ■５ページ「豊科公民館講座��夕涼みセミナー」問い合わせの豊科公民館電話番号

  　 訂正箇所��［誤］（℡７２・２１８５）  →［正］（℡７２・２１５８）         �����������������お詫びして訂正します。

応
急
手
当
講
習
会

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
等
の
実
施

メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド

　
明
科
消
防
署
で
は
、
応
急
手
当
講

習
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
７
日（
土
）
　

 
　
　
　
午
後
６
時
３０
分
〜
９
時
３０
分

■
場
所
　
明
科
公
民
館

■
講
習
内
容

 
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
講
習
時
間
３
時
間
）

■
定
員
　
３０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
明
科
消
防
署（
℡
６２
・
２
９
９
２
）

　
松
本
児
童
相
談
所
で
は
、
メ
ン
タ
ル
フ

レ
ン
ド
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

 
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
と
は
、
学
校
に
行

け
な
か
っ
た
り
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
子
ど
も
た
ち
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉

さ
ん
と
し
て
一
緒
に
話
を
し
た
り
、
遊
ん

だ
り
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
松
本
児
童
相
談
所

　（
℡
９１
・
３
３
７
０
）ま
た
は
健
康
福
祉

　
部
児
童
保
育
課（
℡
８１
・
０
７
２
７
）

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
試
験
と
受
験
講
習
会
お
よ
び
更
新

講
習
会
が
県
下
統
一
で
行
わ
れ
ま
す
。

 
こ
れ
ら
は
、
県
下
市
町
村
が
　
長

野
県
下
水
道
公
社
と
協
定
を
結
び
、

代
行
実
施
し
ま
す
。

■
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

・
試
験
日
時
　
１０
月
１３
日（
土
）

・
試
験
会
場
　
松
本
商
工
会
館

・
申
込
受
付
　
７
月
２７
日（
金
）

　
　
〜
８
月
１０
日（
金
）（
土
日
を
除
く
）

・
受
験
料
　
　
５
、０
０
０
円

■
受
験
講
習
会

・
講
習
日
時
　
９
月
２０
日（
木
）

・
講
習
会
場
　
長
野
県
松
本
勤
労
者

　
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
申
込
受
付
　
責
任
技
術
者
試
験
申

　
し
込
み
と
同
時

・
講
習
費
用
　
５
、０
０
０
円

■
更
新
講
習
会

・
講
習
日
時
　
９
月
２６
日（
水
）、２７
日

　（
木
）の
う
ち
１
日

・
講
習
会
場
　
県
松
本
文
化
会
館

・
申
込
受
付
　
６
月
２９
日（
金
）

　
　
〜
７
月
１３
日（
金
）（
土
日
を
除
く
）

・
講
習
費
用
　
５
、０
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
   豊
科
総
合

　
支
所
内
下
水
道
課
（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

第
２
期
地
域
審
議
会
委
員
の
紹
介

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
職
員

　
松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合
事

務
局
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等

の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
の
職
種
お
よ
び
人
員

 
看
護
職
員
…
若
干
名

 
介
護
職
員
…
若
干
名

　
◎
会
長
　
○
副
会
長
　
（
敬
称
略
）

︻
豊
科
地
域
︼

 
◎
等
々
力
 
秀
和
　
○
青
　
 
和
水

 
・
浅
川
 
文
彬
 
・
小
穴
 
力

 
・
中
山
 
芳
子
 
・
丸
山
 
勝
子

 
・
齊
藤
 
正
昭
 
・
山
本
 
紘
子

 
・
赤
　
 
壽
秋
 
・
松
澤
 
雅
子

 
・
小
野
 
照
武
 
・
岩
原
 
高
志

 
・
今
泉
　
一
 
 
・
中
島
 
こ
ず
江

 
・
甕
　
　
裕
一

︻
穂
高
地
域
︼

 
◎
腰
原
 
基
弘
　
○
尾
薹
 
ゆ
み

 
・
河
村
 
佳
次
 
・
小
幡
 
光
彦

 
・
野
中
 
由
紀
子
・
丸
山
 
康
子

 
・
森
島
 
順
一
 
・
安
田
 
修
司

 
・
川
上
 
佐
貴
子
・
 
橋
 
陽
子

 
・
古
幡
 
開
太
郎
・
宮
 
 
崇
徳

 
・
古
川
 
政
明
 
・
白
澤
 
亀
内

 
・
広
仲
 
英
治

︻
三
郷
地
域
︼

 
◎
曽
根
原
 
孝
和
　
○
二
木
 
茂
光

 
・
降
旗
 
茂
孝
 
・
上
條
 
英
吾

 
・
小
池
 
敏
之
 
・
竹
岡
 
峰
子

 
・
新
井
 
裕
子
 
・
鶴
見
 
栄
三
郎

 
・
中
西
 
今
朝
光
・
桜
井
 
洋
子

 
・
小
林
 
美
和
子
・
山
田
 
文
明

 
・
松
田
 
久
雄
 
・
松
村
 
淨

 
・
砂
原
 
清
志

︻
堀
金
地
域
︼

 
◎
宮
澤
 
功
一
 
○
小
平
 
三
枝

 
・
佐
藤
 
貞
由
 
・
齋
藤
 
彰
久

 
・
竹
内
 
勲
 
 
・
丸
山
 
重
隆

 
・
浅
川
 
泰
通
 
・
鎌
崎
 
房
雄

 
・
平
倉
 
重
則
 
・
尾
日
向
 
利
子

 
・
青
　
 
良
江
 
・
渡
辺
 
修

 
・
青
　
 
雅
夫
 
・
一
志
 
み
ゆ
き

 
・
平
倉
 
勝
美

︻
明
科
地
域
︼

 
◎
岩
渕
 
二
朗
 
○
小
林
 
忠
孝

 
・
内
川
 
勝
治
 
・
久
保
田
 
稔

 
・
山
　
 
敏
夫
 
・
三
好
 
さ
き
子

 
・
竹
内
 
守
孝
 
・
山
　
 
輝
男

 
・
宮
嶋
 
勝
郎
 
・
田
中
 
久
子

 
・
山
　
 
健
治
 
・
下
里
 
友
子

 
・
山
　
 
秀
子
 
・
下
里
 
芳
江

 
・
太
田
 
美
恵
子

博多っ子と交流しませんか
友好都市「福岡市東区」との交流事業

　市では、安曇（阿曇）族にかかわる歴史的な背景から福岡市東区と
青少年の相互訪問による交流事業を行っています。
今年は、福岡市東区を訪ねて、福岡の子どもたちと交流を深めます。
そこで、次のとおり参加者を募集します。

■日  程　７月３１日（火）～８月３日（金）（３泊４日）

■内  容　海水浴・マリンワールド・福岡タワー・福岡市博物館見学

 　　　　　ヤフードーム野球観戦など（天候による変更あり）

■応募資格・条件　市内在住の小学５年生から中学２年生で、来年の夏休み中に安曇野市で開催予定の

　　　　　　　　　 交流事業に参加できる人

■募集人員　２０人（男女各１０人）

■参加費用　小学生１７,０００円　中学生２８,０００円

■募集期間　６月２０日（水）～７月３日（火）

■申込方法　各総合支所地域支援課に備え付けの申込書に必要事項を記入の上、お申し込みください。

　　　　　　（電話での申込不可）

　　　　　 応募者多数の場合は学年・性別ごとに抽選となります。

■問い合わせ 本庁舎内総務部秘書課都市交流係（℡７１・２０００）

information

（財）



 
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
で
よ
く
あ

る
質
問
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

 
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
口
の
部
分
が

白
色
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
取
り

除
い
た
方
が
い
い
で
す
か
。

　
　
取
ら
な
く
て
結
構
で
す
。
口
の

部
分
を
耐
熱
化
す
る
た
め
に
白
く
結

晶
化
さ
せ
た
も
の
で
、
ペ
ッ
ト
樹
脂

に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
た
後
に
残
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
リ
ン
グ
は
取
っ

た
方
が
い
い
で
す
か
。

　
　
取
ら
な
く
て
も
結
構
で
す
。
リ

サ
イ
ク
ル
の
工
程
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
粉
砕
さ
れ
、
水
に
沈
む
ペ
ッ
ト
樹

脂
に
対
し
て
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
で

で
き
た
キ
ャ
ッ
プ（
リ
ン
グ
）は
水
に

浮
く
特
性
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
取

り
除
か
れ
ま
す
。

 
　
分
別
す
る
と
き
、
つ
ぶ
し
て
出

さ
な
く
て
も
い
い
の
で
す
か
。

 
　
た
く
さ
ん
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

収
集
す
る
に
は
つ
ぶ
す
必
要
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
つ
ぶ
す
時
に
け
が

を
し
て
も
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
無
理

に
つ
ぶ
さ
な
く
て
も
結
構
で
す
。

 
　
着
色
や
工
作
し
た
も
の
は
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
な
い
の
で
す
か
。

 
　
油
性
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
で
着
色
し

た
も
の
や
、
油
を
入
れ
た
り
工
作
し

た
も
の
は
取
り
除
く
の
に
負
荷
が
か

か
り
ま
す
。
絶
対
に
混
ぜ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

 
　
見
た
目
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
似

て
い
る
容
器
も
あ
り
ま
す
が
。

 
　
ボ
ト
ル
に
付
い
て
い
る
マ
ー
ク

（
　
　
　）を
ま
ず
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
見
た
目
が
同
じ
で
も
マ
ー
ク
が

な
い
ボ
ト
ル
は
、
必
ず
分
別
し
て
く

だ
さ
い
。

暮らし疑問

一問一答！
 
体
に
良
い
と
分
か
っ
て
も
、
な
か

な
か
で
き
な
い
の
が
運
動
で
す
。

　
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
「
普

段
体
を
動
か
す
よ
う
に
し
て
い
る
人
」

は
男
性
で
約
６
割
、
女
性
で
約
８
割

で
し
た
。
ま
た
年
代
に
よ
る
差
が
大

き
く
、
３０
歳
代
・
４０
歳
代
の
男
性
と
、

２０
歳
代
の
女
性
が
５
割
以
下
と
少
な

い
の
が
特
徴
で
す
。
生
活
習
慣
病
の

予
防
の
た
め
に
運
動
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
運
動
が
苦
手
な
人
で
も
、
日
常

生
活
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、

運
動
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

①
近
く
の
外
出
は
徒
歩
か
自
転
車
で
。

②
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
よ
り
階
段
を
。

③
仕
事
の
合
間
の
体
操
や
テ
レ
ビ
を

　
見
な
が
ら
の「
な
が
ら
体
操
」。

④
掃
除
・
洗
濯
・
庭
仕
事
な
ど
も
こ

　
ま
め
に
や
る
と
運
動
に
な
り
ま
す
。

⑤
手
始
め
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
か
ら
。

　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
、
ま
ず

　
は
ゆ
っ
く
り
と
、
そ
し
て
除
々
に

　
自
分
の
ペ
ー
ス
に
し
て
い
き
ま
し

　
ょ
う
。

7月1日～31日

休日当番医

覚えておきたい

安曇野の味
アスパラとエビの信田煮

材料（４人分）　
アスパラ６本、油揚げ２枚（少し厚みのあるもの
の方がやりやすい）、エビ２００㌘、だし汁２カップ、
みりん大さじ１と１/２、薄口しょうゆ大さじ２、
塩（塩ゆで用）、Ａ（卵白１個分、ショウガ汁小さじ１、
カタクリ粉小さじ２、塩小さじ１/２）
作り方
１アスパラは塩ゆでする。
２エビは殻と背わたをとり、細かく切ってから包丁
　でたたき、粘りが出て来たらボウルに移してＡを
　加えてよく練り混ぜる。
３油揚げに熱湯をかけて
　表面の油を抜いてから、
　三方を切って開く。そ
　れをまな板に広げて２
　をぬり、１を芯にして
　巻く。巻き終わりをつ
　ま楊枝でとめる。
４鍋にだし汁、みりん、
　薄口しょうゆを合わせ
　て煮立て、３を並べて
　弱火で１５分程煮る。食
　べやすい長さに切って
　器に盛り、煮汁をかけ
　て出来上がり。

数字で探る

私たちの健康 ～市健康づくり計画より～

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
運
動
量
を
増
や
そ
う

今月の料理人

穂高

鳥原 好子さん

平林医院

中村内科医院

中島整形外科

アルプス歯科クリニック

宮澤医院

山田医院

鶴見医院

市川歯科医院

飯田医院

ふじもり医院

こうの内科循環器科

上月歯科医院

やざき診療所

前角整形外科医院

丸山内科クリニック

赤羽歯科医院

小田切医院

高橋医院

米倉医院

大谷歯科医院

清沢医院

楢本内科医院

中萱医院

さとう歯科医院

[明科]

[豊科]

[豊科]

[三郷]

[明科]

[豊科]

[豊科]

[豊科]

[穂高]

[豊科]

[豊科]

[穂高]

[明科]

[穂高]

[豊科]

[三郷]

[穂高]

[穂高]

[堀金]

[豊科]

[穂高]

[豊科]

[三郷]

[穂高]

62-2227

72-2460

72-3543

77-8901

62-2052

72-3207

72-4500

72-2116

83-5061

72-2011

71-5881

82-7530

62-2360

82-1478

72-6188

77-2114

83-6025

82-2561

72-2354

72-8858

82-7600

73-0616

77-2130

81-5155

1日・日

8日・日

15日・日

16日・祝

22日・日

29日・日

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト

 暮らしの中の身近で便利なペッ
トボトル。生産量の約６３％が、全
国の自治体や鉄道、スーパー、
自動販売機などの事業者によって
回収されリサイクル製品に生まれ
変わっています。
 昨年度、安曇野市では約１００㌧
のペットボトルが家庭から排出され、
分別収集・保管をへて県内外の
再生工場へ運ばれました。
 工場に集められたペットボトルは、
選別・破砕・洗浄処理をされた
後、細かく砕かれペット樹脂となり、
再び成型処理され、作業服やご
み箱、カーペット、ボールペンなど
に再商品化されます。
 ペットボトルは再利用できる大切
な資源です。軽く洗浄、分別収
集をお願いします。

QAQA

旬のおいしい野菜を食べられることは最高の
ぜいたくだと思います。安曇野で今が旬の
アスパラを使った家庭料理をご紹介します。

QA

QAQA

全
国
の
回
収
率
は
63
％

ペット樹脂からできた

リサイクル商品の一例

※変更になることがあります。  ご利用前に医療情報案内（0120-890-423）
　で確認してください。
※受付は午前９時から午後５時まで、歯科医院の受付は午前９時から正午
　までです。

普段、体を動かすようにしていますか？
（Ｈ18市食改による健康に関するアンケート調査より）

※体を動かすとは、「定期的な運動」や「スポーツ」だけでなく、「なるべく歩く」・
　「家事をこまめにする」なども含まれます。

　　166

　　　   29

             28

       22

    20

15

       20

              32

　　110

　　　   11

             11

       17

    21

24

       16

              10

                234

                    38

                      38

                32

                33

              36

    18

                    39

            55

                5

                    1

             8

             8

          11

18

                 4

0％ 50％ 100％

計

70歳代

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

10歳代

0％ 50％ 100％

計

70歳代

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

10歳代

■動かすようにしている　　■特に何もしていない

【男性】

【女性】

（数字は人数）

��6月号広報�� 6月号広報

く ら し の ぺ ー じく ら し の ぺ ー じ

▲作業着やカーテンなどの生地

▲レンジフードへつけるフィルター

▼自動販売機の横などで見かける回収ボックス

し の だ
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今月の色

黄土色
oudo-iro

2007. 6. 1現在　（  ）内は対前月比

人口

男

女

世帯

99,344人（ +23）

48,151人（  +6）

51,193人（ +17）

35,938世帯（+63）

印刷経費1部　26円

乾いた土のような

茶色がかった黄色

　
春
に
な
る
と
、大
陸
の
黄
土
地
帯
か

ら
吹
き
上
げ
ら
れ
た
大
量
の
砂
が
、偏

西
風
に
乗
っ
て
日
本
一
帯
に
飛
来
し
ま
す
。

５
月
２６
日
、田
植
え
が
終
わ
っ
た
安
曇
野

に
黄
砂
が
舞
い
ま
し
た
。
空
は
黄
土
色

に
な
り
、屋
根
や
地
に
は
砂
が
積
も
り

ま
し
た
。砂
に
遮
ら
れ
輝
き
を
失
っ
た
夕

日
は
、ぼ
ん
や
り
と
か
す
み
、山
の
り
ょ

う
線
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
し
た
。

編
集
後
記

◆
祖
父
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
は
、生
ま
れ
て
か

ら
村
を
一
歩
も
出
た
こ
と
が
な
い
お
ば
あ
さ
ん

が
、ま
だ
い
た
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
新

し
い
交
通
網
は
、私
た
ち
の
行
動
や
暮
ら
し
を

変
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

◆
先
日
取
材
に
出
掛
け
た
つ
い
で
に
光
城
山

へ
少
し
登
っ
て
み
ま
し
た
。
蒸
し
暑
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、汗
は
噴
き
出
て
く
る
し
息

は
上
が
る
し
。
途
中
で
お
話
し
た
お
母
さ
ん

す
い
ま
せ
ん
、頂
上
は
次
回
に
し
ま
し
た
。

◆
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
映
画
を
見
ま
し
た
。

世
界
各
地
で
起
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
影
響
な

ど
を
映
像
で
見
て
、衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
あ

ら
た
め
て
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
球
の
こ
と
、

生
活
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
良
い
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

◆
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
休

日
を
返
上
し
、何
ヶ
月
も
前
か
ら
連
日
の
練
習

を
重
ね
て
き
た
団
員
の
皆
さ
ん
、本
当
に
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
！
消
防
団
は
、人
探
し
や
災
害

復
旧
な
ど
時
に
よ
っ
て
は
寝
る
間
も
惜
し
ん

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
大
会
を
通
じ
て
、そ
の

こ
と
を
少
し
で
も
多
く
の
人
が
知
っ
て
く
れ

た
ら
、と
思
い
ま
す
。

安曇野

彩
紀
行

彩
紀
行其の

二
十
一

はるか海を越えて
～ 黄砂現象観測される ～

次回発行・・・ 

MＳ TＫ

お知らせ版 7月4日（水）


